
奈良県 全国平均 順位２７０千ha ３７０千ha ２８位77,100千㎥ 85,438千㎥ ２３位２８６㎥ ２３１㎥ １３位１６８千ha １６８千ha ２２位62% 45% 　６位２９億円 ９６億円 ３５位木材生産額 ２１億円 ４７億円 ２８位特用林産物生産額 　８億円 ５０億円 ３７位民有林森林資源等の内容民有林森林資源等の内容民有林森林資源等の内容民有林森林資源等の内容林業産出額 　 区分森林面積森林蓄積１ha当たり蓄積人工林面積（参考　○奈良県：令和２年４月１日現在の数値　○全国平均、順位：平成２９年３月３１日現在の数値（注）林業産出額は平成２９年次の数値）人工林率
吉野川上流地域（川上村、東吉野村、黒滝村）は「吉野林業地域」と呼ばれ、集約的施業によるわが国有数の優良材生産地である。

吉野林業の特徴吉野林業の特徴吉野林業の特徴吉野林業の特徴・日本最古の造林（１５００年頃） 大阪城、伏見桃山城の普請材・密植多間伐・長伐期の育林技術・生産材は年輪幅が狭く均一 幹は通直・完満・真円

ⅠⅠⅠⅠ 奈良県森林・林業・木材産業の現況奈良県森林・林業・木材産業の現況奈良県森林・林業・木材産業の現況奈良県森林・林業・木材産業の現況
４．吉野林業

東吉野村小（明治～大正） 川上村白川渡

本県の森林は、日本一の多雨地帯である紀伊半島のほぼ中央に位置し、近畿の主要河川の重要な水源地帯となっている。流域単位では北部の大和川・淀川水系、中部の紀の川水系、南部の新宮川・北山川水系に分かれる。１．森林の位置森林面積は２８４千ha、林野率は県土面積３６９千haの７７％で、うち民有林が２７０千haと９５％を占める。２．森林資源の内容１ha当たりの森林蓄積量は２８６㎥で全国第１３位、人工林率は６２％で全国第６位、林業産出額は２９億円で全国第３５位となっている。３．民有林森林資源の全国平均との対比 三重県紀紀紀紀のののの川川川川大大大大和和和和川川川川大阪府和歌山県
大和・木津川森林計画区大和・木津川森林計画区大和・木津川森林計画区大和・木津川森林計画区
北山・十津川森林計画区北山・十津川森林計画区北山・十津川森林計画区北山・十津川森林計画区吉野吉野吉野吉野林業林業林業林業地域地域地域地域

京都府
吉野森林計画区吉野森林計画区吉野森林計画区吉野森林計画区 森林面積森林面積森林面積森林面積((((千千千千ha)ha)ha)ha)森林面積２８４ 人工林１６８(59%)天然林その他１０２(36%) 民有林２７０(95%)国有林１４ (5%) 森林蓄積森林蓄積森林蓄積森林蓄積((((千㎥千㎥千㎥千㎥)))) 人工林61,093(76%)天然林その他16,007(20%) 民有林77,100(96%)森林蓄積79,905国有林2,805(4%)

奈良県の森林と人口奈良県の森林と人口奈良県の森林と人口奈良県の森林と人口
北山川北山川北山川北山川新宮川新宮川新宮川新宮川

県土面積 ３６９千ha森林面積 ２８４千ha森林蓄積（民）７７，１００千㎥平均蓄積（民）２８６㎥ ／ha人口 １，３４８千人地域面積 １３４千ha(36%)森林面積 ６８千ha(25%)人口 1,279千人(94%)地域面積 ９４千ha(26%)森林面積 ７７千ha(29%)人口 64千人(5%)地域面積 １４１千ha(38%)森林面積 １２５千ha(46%)人口 6千人(1%) 注）四捨五入のため内訳と計が一致しない項目あり
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山村地域の過疎化や林業生産活動の低迷等により、林業就業者が減少する山村地域の過疎化や林業生産活動の低迷等により、林業就業者が減少する山村地域の過疎化や林業生産活動の低迷等により、林業就業者が減少する山村地域の過疎化や林業生産活動の低迷等により、林業就業者が減少するとともに、依然として平均年齢は高齢である。とともに、依然として平均年齢は高齢である。とともに、依然として平均年齢は高齢である。とともに、依然として平均年齢は高齢である。戸数割合では小規模経営（戸数割合では小規模経営（戸数割合では小規模経営（戸数割合では小規模経営（5ha5ha5ha5ha未満）の林家が約９割を占めているが、面積割未満）の林家が約９割を占めているが、面積割未満）の林家が約９割を占めているが、面積割未満）の林家が約９割を占めているが、面積割合では合では合では合では50ha50ha50ha50ha以上の大面積経営林家が約５割を占めている。以上の大面積経営林家が約５割を占めている。以上の大面積経営林家が約５割を占めている。以上の大面積経営林家が約５割を占めている。 木材価格の低下により生産コストに見合う収益が見込めないことから、素材生木材価格の低下により生産コストに見合う収益が見込めないことから、素材生木材価格の低下により生産コストに見合う収益が見込めないことから、素材生木材価格の低下により生産コストに見合う収益が見込めないことから、素材生産・造林・保育などの林業生産活動が減退している。産・造林・保育などの林業生産活動が減退している。産・造林・保育などの林業生産活動が減退している。産・造林・保育などの林業生産活動が減退している。
2,1252,1252,1252,1251,1311,1311,1311,131 110110110110 109109109109 102102102102 144144144144 91919191 54545454 58585858 110110110110 79797979 88888888 89898989 87878787 71717171

11,06311,06311,06311,0637,0057,0057,0057,0057,3217,3217,3217,3216,9216,9216,9216,9217,1237,1237,1237,1237,5847,5847,5847,5845,6415,6415,6415,6414,2634,2634,2634,2634,6664,6664,6664,6663,8083,8083,8083,8084,4604,4604,4604,4603,8863,8863,8863,8863,4263,4263,4263,426 3,4733,4733,4733,473724724724724 528528528528 166166166166 168168168168 154154154154 153153153153 143143143143 159159159159 154154154154 148148148148 172172172172 171171171171 178178178178 182182182182 161161161161 0100200300400500600700800
02,0004,0006,0008,00010,00012,000

S50 S60 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
林業生産活動の推移林業生産活動の推移林業生産活動の推移林業生産活動の推移造林面積(ha)保育面積(ha)素材生産(千㎥)

吉野町、桜井市を中心に製材、集成材工場等の二大木材団地を形成し、国産材吉野町、桜井市を中心に製材、集成材工場等の二大木材団地を形成し、国産材吉野町、桜井市を中心に製材、集成材工場等の二大木材団地を形成し、国産材吉野町、桜井市を中心に製材、集成材工場等の二大木材団地を形成し、国産材を中心に優良材を供給している。木材産業は地域経済で重要な位置を占めていを中心に優良材を供給している。木材産業は地域経済で重要な位置を占めていを中心に優良材を供給している。木材産業は地域経済で重要な位置を占めていを中心に優良材を供給している。木材産業は地域経済で重要な位置を占めているが近年入荷量が減少している。るが近年入荷量が減少している。るが近年入荷量が減少している。るが近年入荷量が減少している。1,050    889    593    258    254    228    230    213    223    233    243    230    272    278    264    556      482      346      157      157      167      148      162      166      172      185      185      225      244      221      
533     476     408     253     242     237     225     224     214     206     203     194     186     178     169     100200300400500600

2004006008001,0001,200
S56  H1 H9 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

入荷量全体国産材入荷量工 場 数
戦後造林された林分が多く、除間伐等の保育を必要としている。特に３齢級～戦後造林された林分が多く、除間伐等の保育を必要としている。特に３齢級～戦後造林された林分が多く、除間伐等の保育を必要としている。特に３齢級～戦後造林された林分が多く、除間伐等の保育を必要としている。特に３齢級～１２齢級の要間伐林分は約１２齢級の要間伐林分は約１２齢級の要間伐林分は約１２齢級の要間伐林分は約６０６０６０６０％を占めている。％を占めている。％を占めている。％を占めている。

05,00010,00015,00020,00025,00030,000
0500,0001,000,0001,500,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19～
人工林齢級別構成人工林齢級別構成人工林齢級別構成人工林齢級別構成

全国合計 奈良県
(全国：ha) (奈良県：ha)

５．林業就業者、山林所有規模 ７．林業生産活動

９．木材産業
８．木材価格

６．人工林（針葉樹）の林齢構成

齢級
（地域森林計画対象民有林）

（面積：ha） （材積：千㎥）

（材積:千㎥）
60,70060,70060,70060,70043,80033,30027,60017,10016,90011,900 13,60012,80012,90013,000 12,500
108,500110,400110,400110,400110,40066,20050,40036,70028,30018,30018,60015,000 14,80015,100 15,700020,00040,00060,00080,000100,000120,000
S55 H2 H7 H10 H15 H20 H25 H26 H27 H28 H29 H30

素材価格の推移素材価格の推移素材価格の推移素材価格の推移 スギヒノキ*中丸太 径14～22cm 長さ3.65～4mのm3当たり価格
木材価格は、スギの昭和木材価格は、スギの昭和木材価格は、スギの昭和木材価格は、スギの昭和55555555年、ヒノキの平成２年を年、ヒノキの平成２年を年、ヒノキの平成２年を年、ヒノキの平成２年をピークに、以降は総じて下ピークに、以降は総じて下ピークに、以降は総じて下ピークに、以降は総じて下降傾向が続き低迷してい降傾向が続き低迷してい降傾向が続き低迷してい降傾向が続き低迷している。る。る。る。 （円/㎥）

(工場数）

（地域森林計画対象民有林）
5,3715,3715,3715,3713,4273,4273,4273,4272,3512,3512,3512,3511,6141,6141,6141,6141,0601,0601,0601,0601,0181,0181,0181,01895995995995948484848 55555555 57575757 58585858 57575757 55555555 55555555 0歳10歳20歳30歳40歳50歳60歳70歳

01,0002,0003,0004,0005,0006,000
S50S60 H7 H12H17H22H27
林業就業者数と平均年齢林業就業者数と平均年齢林業就業者数と平均年齢林業就業者数と平均年齢
林業就業者数 平均年齢

4.5% 57.7%14.1% 29.8%9.3% 6.4%21.3% 5.1%9.4% 0.6%41.4% 0.5%
0% 20% 40% 60% 80% 100%面積割合戸数割合
県内森林所有の形態県内森林所有の形態県内森林所有の形態県内森林所有の形態
0.01以上～1ha未満 1以上～5ha未満5以上～10ha未満 10以上～50ha未満50以上～100ha未満 100ha以上

要間伐林分■奈良県の特徴■95年生（19齢級）以上の森林は、約2万ｈａ存在しており、全国平均と比べて高い割合にある。

(人)

注）四捨五入のため内訳と計が一致しない項目あり
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